
2004年、国際乾癬患者会連盟（IFPA）は毎年10月29日を世界乾癬デー（World Psoriasis 
Day）とし、世界中で乾癬の認知度向上とともに乾癬患者への配慮を求めてきました。そして、
2014 年の第67回WHO総会において乾癬決議が採択され、WHO加盟国に対し特に世界乾癬デー
を通じて行われる活動を支援することが奨励されました。今年、2018 年のテーマは乾癬は深刻な
病気であるという意味の「PsoSerious（ソーシリアス）」です。
一人ひとりの理解が、患者さんの笑顔を作ります。

「乾癬（かんせん）」
という皮膚疾患をご存じですか？

世界には約1億 2千5百万人の患者さんがいるといわれ1)、日本でも約56万人の
患者さんがいる慢性の疾患です2)。
銀白色の鱗屑を伴う赤い発疹が、体だけではなく頭にも現れることがあります。
痛みやかゆみを伴うこともありますが、人に感染することはありません。
1) International Federation of Psoriasis Associations ウェブサイト（https://ifpa-pso.com/）
2) 照井正 , 中川秀己 , 江藤隆史 , 他：健康保険組合レセプト情報を利用した乾癬の実態調査．臨床医薬 , 30：279-285, 2014.

りん せつ

10月29日は「世界乾癬デー」
かん せん

10月28日と29日に東京タワーで世界乾癬デーの活動として乾癬啓発イベントを開催予定です。  
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